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今か ら35年ほど前 、大学院修士課程(東 京学芸大
学)を 修了 した24歳 の 時、博士課程修了 を目的 に渡
米 しま した。最初1年 間はカリフ ォルニア州立大学大
学院(ノ ースリッジ校)へ 、その後ユタ州のブ リガム
ヤング大学大学院へ移籍 し、その3年 後 に博士課程を
修了 し博士号(教 育学博士)を 取得 しま した。合計4
年間半のアメリカ生活でいろいろな事を感 じ、人生観
が大きく変わるほどの影響を受けま した。その4年 半





GTA)を しなが らの院生生活で した。GTAは福井大
学のTeachingAssistant(TA)とは違 って、一人
で講義(学 部の科 目)を 担当 し成績も付けますので 、
GTA全員がそれぞれ教員の一人として教育に携わりま
した。博士課程院生のGTA4人 で研究室が1室 あ り、
健 康 科学 分 野の 研究 活 動 を当 時楽 し く行 い 、そ の
GTA4人がほぼ同 じ頃に博士課程を修了 しま した。
その中の1人Dr.TedD.Adamsとは、現在も共同
で 研究活動 を行 って います。2001年 、2002年 、
2007年と渡米 し、アメ リカで共同研究中です。その
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は、紙面に限 りがあ り本稿では割愛 します。
海外からの観光客が多く西海岸 にあるカ リフォルニ
ア州立大学では、留学生も多 く日本か らの留学生 との
交流も楽 しみま した。ところが、比較的田舎のユタ州
にあるブリガムヤング大学では、当時留学生は非常に
少なく、地域 に海外か らの住民もほとんど見 られな く、
完全にアメリカ社会での生活で した。その事が、アメ
リカ社会 にとけ込むいい切 っ掛 けになったような気が
します。
まず、アメ リカでの レデ ィファース ト社会が印象的
で した。ほとんどの建物の出入 り口の ドアは男性が開
け、座る時には男性は女性の椅子を引いて女性が座 り
やす くするという習慣、車の助手席に女性が乗る時に
は、男性が助手席の ドアを開けて女性 を先 に乗せてか
ら ドアを閉めて、運転する男性 は歩いて車の反対側へ
行き、自分で ドアを開けて入 り運転席に座 って運転を
始めるという習慣、車から降 りる時も、男性が運転席
から先に降 りて車の反対側に歩 いて行き、女性が座 っ
ている助手席の ドアを開けて降ろ して ドアを閉めると
いう行動は、こく当たり前に見 られる日々の光景でした。
このような光景は単に一例ですが、 レデ ィファース
トの社会で、こうい った光景を見た り家族で交流を し
た りしなが ら、女性を守 り家族 を守る男性の強さを感
じま した。4年 半の間毎 日その習慣 にす っかり浸 って
いるとそ うす ることが当た り前 のよ うにな って しま





とにかく積極 的に発言 をするようになって しまいま し











リカで大学院生 として生活 していて感 じたことですの





20代 にア メ リカの大 学院で培われた研 究意欲が、
40代でまた開花 して しまい、再度博士論文の作成 に
至 りま した。ただ、2つ 目の博士号(医 学博士)は 国
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